
み
さ
と
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2023

み
さ
と
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2023

（
セ
ナ
リ
オ
ハ
ウ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
三
郷
）

（
セ
ナ
リ
オ
ハ
ウ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
三
郷
）

２０23年
11月

１５日
号

N
o.１95

・・
論
点
１
�「（
仮
称
）
三
郷
市
立
瑞
沼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

論
点
１
�「（
仮
称
）
三
郷
市
立
瑞
沼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

��新
築
工
事
が
始
ま
り
ま
す
」

��新
築
工
事
が
始
ま
り
ま
す
」

・・
論
点
２
「
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す
」

論
点
２
「
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す
」

・・
令
和
４
年
度
決
算
の
審
査
概
要

令
和
４
年
度
決
算
の
審
査
概
要

・・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

・・
令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
の
報
告

令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
の
報
告

・・
９
月
定
例
会
提
出
議
案
と
そ
の
結
果

９
月
定
例
会
提
出
議
案
と
そ
の
結
果

・・
読
者
の
声

読
者
の
声
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令
和
５
年
９
月
定
例
会

令
和
５
年
９
月
定
例
会

主
な
内
容

主
な
内
容



〈
内
容
〉経
年
劣
化
が
進
む
岩
野
木
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
、瑞
沼
市
民
セ
ン
タ
ー
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建
て
替
え
を
す
る
工
事
に

伴
い
契
約
す
る
も
の
で
す
。

▽�

本
会
議
や
委
員
会
で
は
、次
の
よ
う
な

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
施
設
完
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
令
和
６
年
の
秋
頃
を
予
定
し
て
お

り
、試
運
転
の
期
間
も
考
慮
し
た
上
で
、令

和
６
年
度
３
学
期
か
ら
の
給
食
開
始
を
目

指
し
て
い
る
。

問　
（
仮
称
）三
郷
市
立
瑞
沼
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
内
の
食
育
に
つ
い
て
学
ぶ
展
示
ス

ペ
ー
ス
や
研
修
室
兼
食
堂
の
特
徴
は
。

答　
２
階
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、食
育
関

連
の
提
示
物
を
展
示
す
る
。ま
た
、吹
き
抜

け
を
通
し
て
１
階
で
調
理
し
て
い
る
様
子

を
見
学
で
き
る
よ
う
に
し
、２
階
か
ら
直

接
見
え
な
い
場
所
に
は
カ
メ
ラ
４
台
を

設
置
し
て
、展
示
ス
ペ
ー
ス
の
モ
ニ
タ
ー

か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。研
修
室

兼
食
堂
に
つ
い
て
は
、見
学
に
来
ら
れ
た

か
た
が
、研
修
や
試
食
が
で
き
る
部
屋
と

な
っ
て
お
り
、80
名
程
度
収
容
で
き
る
。

問　
厨
房
の
主
な
熱
源
を
都
市
ガ
ス
方

式
に
し
た
が
、従
来
の
重
油
方
式
と
比
べ

て
メ
リ
ッ
ト
は
。

連続炊飯システム 移動式回転釜

議
案
第
54
号・第
55
号「
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
」及
び
議
案
第
56
号

「
製
造
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」

答　
重
油
タ
ン
ク
が
不
要
に
な
り
、省
ス

ペ
ー
ス
化
や
管
理
負
担
の
軽
減
に
な
る
。

問　
製
造
機
器
の
主
な
特
徴
は
。

答　
連
続
炊
飯
シ
ス
テ
ム
は
、市
内
で
初

め
て
の
設
置
で
あ
り
、洗
米
か
ら
約
２
時

間
で
炊
き
上
が
り
、最
大
５
千
食
対
応
可

能
で
あ
る
。そ
の
他
、操
作
性
、作
業
性
に

優
れ
た
各
種
調
理
釜
や
洗
浄
機
を
設
置

す
る
。災
害
時
に
は
、建
物
北
側
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
防
災
広
場
と
し
て
開
放
し
、１

階
の
応
急
給
食
室
に
は
、電
気
や
ガ
ス
が

止
ま
っ
た
時
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
で
対
応
で

き
る
移
動
式
回
転
釜
を
設
置
し
炊
き
出
し

を
行
う
。さ
ら
に
、食
中
毒
等
の
２
次
災
害

を
防
ぐ
た
め
、お
に
ぎ
り
成
形
機
を
常
備

す
る
予
定
で
あ
る
。

９月定例会に上程された議案のうち、特に市民の方々に関連の深い議案が、どのように審議されたか、その要旨をお知らせします。

９月定例会には、市長から「工事請負契約の締結につい９月定例会には、市長から「工事請負契約の締結につい
て」など23議案が提出され、原案通り可決しました。て」など23議案が提出され、原案通り可決しました。

（仮称）三郷市立瑞沼学校給食センター（仮称）三郷市立瑞沼学校給食センター
の新築工事が始まりますの新築工事が始まります

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で
は
、常

任
委
員
長
が
委
員
会
の
審
査
内
容
を
報

告
し
、採
決
の
結
果
、全
議
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
討
論
で
は
、「
食
育
を
通
じ

て
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
は
、

ま
ず
児
童
生
徒
が
食
を
主
体
的
に
楽
し

め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、実
際
に
調

理
現
場
を
目
に
す
る
こ
と
は
、心
を
育

む
生
き
た
教
材
と
な
る
。学
校
給
食
を

活
用
し
た
新
た
な
取
組
に
大
い
に
期
待

し
、賛
成
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

９月定例会

９/４〜22

論点論点
11

（完成イメージ）（完成イメージ）

食缶洗浄機
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令和６年４月１日から令和６年４月１日から
水道料金が変わります水道料金が変わります

論点論点
22

議
案
第
59
号
　
三
郷
市
水
道

事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

〈
内
容
〉将
来
に
わ
た
る
持
続
可

能
な
水
道
事
業
の
運
営
及
び
水

道
使
用
者
の
負
担
の
公
平
性
を

図
る
た
め
、水
道
料
金
等
を
改
定

す
る
た
め
の
条
例
で
す
。

▽�
本
会
議
や
委
員
会
で
は
、次
の

よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
水
道
料
金
を
引
き
上
げ
す

る
理
由
は
。

答　
節
水
型
機
器
の
普
及
な
ど

に
よ
り
、給
水
収
益
は
年
々
減
少

し
て
お
り
、老
朽
管
の
更
新
や
災

害
対
策
費
な
ど
の
建
設
改
良
費

に
充
当
す
る
補
填
財
源
も
年
々

減
少
し
て
い
る
。施
設
の
更
新
等

を
進
め
て
い
く
た
め
の
財
源
を

確
保
し
、経
営
の
安
定
化
を
図
る

た
め
。

問　
物
価
高
騰
の
折
、何
故
今
な

の
か
。

答　
令
和
３
年
度
ま
で
上
水
道

企
業
会
計
は
黒
字
で
あ
っ
た
が
、

令
和
４
年
度
決
算
に
お
い
て
、約

６
千
万
円
の
赤
字
に
転
じ
て
い

る
。補
填
財
源
残
高
も
約
４
億
６

千
万
円
の
減
と
厳
し
い
経
営
状

況
と
な
っ
て
お
り
、今
後
も
こ
れ

が
継
続
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い

る
。持
続
可
能
な
水
道
事
業
の
運

営
と
、将
来
世
代
に
負
担
を
先
送

り
し
な
い
た
め
、料
金
の
改
定
を

お
願
い
す
る
。

問　
単
身
者
や
４
人
家
族
を
例

に
し
た
料
金
へ
の
影
響
は
。

答　
１
か
月
当
た
り
の
影
響
額

と
し
て
、単
身
世
帯
の
場
合
は
現

行
料
金
７
７
０
円
に
対
し
て
、改

定
後
の
料
金
９
０
２
円
と
な
り

１
３
２
円
の
増
、４
人
世
帯
の
場

合
は
現
行
料
金
２
６
７
３
円
に

対
し
て
、改
定
後
の
料
金
３
１
９

０
円
と
な
り
５
１
７
円
の
増
で

あ
る
。（
東
京
都
の
調
査
を
参
考

に
、世
帯
人
数
に
応
じ
た
平
均
使

用
水
量
を
基
に
算
定
）

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で
は
、常
任
委
員
長
が
委
員
会
の
審
査

内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、討
論
で
は「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
残
り
、な
お
か
つ
物
価

高
騰
が
市
民
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
と
き
に
、生
き
る
上
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
行
う
こ
と
か
ら
反
対
」な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
採
決
の
結
果
、議
案
第
59
号
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

耐震性に優れている耐震性に優れている
ポリエチレン管布設の様子ポリエチレン管布設の様子

新　水道料金表（１か月あたり）新　水道料金表（１か月あたり）

〈水道料金の計算方法〉〈水道料金の計算方法〉
基本料金 ＋ 従量料金 ＝ 水道料金基本料金 ＋ 従量料金 ＝ 水道料金

※別に、消費税等がかかります。※別に、消費税等がかかります。

メーターの
口径等区分

基本料金
金額（円）

従量料金　１㎥の金額（円）
１～
10㎥

11～
20㎥

21～
30㎥

31～
40㎥

41～
50㎥ 51㎥～

13ｍｍ
780780

55 150150 190190 240240 275275 300300

20ｍｍ
25ｍｍ 850850
30ｍｍ 1,0001,000
40ｍｍ 1,5001,500
50ｍｍ 3,0003,000
75ｍｍ 8,0008,000
100ｍｍ 15,00015,000
150ｍｍ 30,00030,000

臨時用メーター 4,0004,000 400400

（税抜）
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　議案第65号「令和４年度三郷市一般会計歳入歳出決
算認定について」では、一般会計の決算額は、歳入641
億516万６千円（前年度比1.2％増）、歳出598億4,011
万３千円（前年度比2.7％増）となりました。本会議での
上程説明及び質疑、各常任委員会での審査の要旨をお
知らせします。

☆市制施行50周年記念事業
☆�三郷市多世代交流複合施
設「希望の郷交流センタ�
ー」整備等事業
☆�南部地域拠点防災コミュ
ニティ施設整備事業
☆�地域拠点基盤整備（三郷
スマートICフルインター
化）事業
☆�都市公園等（インター南
中央公園インクルーシブ
広場）整備事業
☆�「日本一の読書のまち」推
進事業
☆�陸上競技場運営管理事業
（日本陸上競技連盟第３
種陸上競技場公認取得）

令和４年度の
主な事業

市税市税
235億2,750万3千円235億2,750万3千円
36.7%36.7%

国庫支出金国庫支出金
139億5,737万3千円　21.8%139億5,737万3千円　21.8%

市債
48億億4,172万万2千円千円　7.5%
繰越金
50億億5,677万円万円　7.9%

繰入金　
37億億7,577万万3千円千円　5.9%

県支出金
34億億4,958万円万円　5.4%

地方消費税交付金
33億億1,172万万7千円千円　5.2%

地方交付税
22億億5,690万万9千円千円　3.5%

諸収入
17億億9,385万円万円　2.8%

その他
21億億3,395万万9千円千円　3.3%

歳　入歳　入

令和４年度決算を認定令和４年度決算を認定
税金の使い方を確認しました税金の使い方を確認しました

641億
516万
6千円

整
な
ど
を
行
う
ほ
か
、特
別
支
援
学

校
高
等
部
の
新
卒
者
等
を
対
象
と

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
を
開

催
し
、継
続
し
て
就
労
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
討
論
と
し
て
、「
こ
ど
も
医
療
費

等
の
現
物
給
付
の
対
象
医
療
機
関

等
を
県
内
全
域
へ
拡
大
し
た
こ
と

な
ど
は
評
価
す
る
が
、市
民
要
望
に

応
え
切
れ
て
い
な
い
事
業
も
あ
る

こ
と
か
ら
反
対
す
る
」、「
様
々
な
施

策
に
よ
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

が
図
ら
れ
た
年
度
で
あ
る
と
感
じ

て
お
り
、こ
れ
か
ら
も
市
民
ニ
ー
ズ

を
捉
え
た
施
策
の
充
実
を
期
待
し
、

賛
成
す
る
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

文
教
経
済
常
任
委
員
会

　
陸
上
競
技
場
運
営
管
理
事
業
で

は
、第
３
種
公
認
競
技
場
と
し
て
検

定
を
受
け
る
た
め
日
本
陸
上
競
技

連
盟
の
規
定
な
ど
に
基
づ
き
、走

路・
助
走
路
舗
装
の
一
部
改
修
、人

工
芝
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、投
て
き

サ
ー
ク
ル
な
ど
の
環
境
整
備
等
を

行
っ
た
。

　
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

で
の「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」に

は
、市
職
員
が
青
パ
ト
車
を
使
用
し
、

毎
月
２
回
、17
時
15
分
か
ら
２
時
間

程
度
実
施
す
る
も
の
と
、委
託
事
業

で
、３
６
５
日
19
時
か
ら
25
時
ま
で
、

２
人
１
組
２
班
体
制
で
実
施
す
る

も
の
が
あ
る
。

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
保
育
所
運
営
管
理
事
務
事
業
で

は
、上
口
保
育
所
に
木
製
の
複
合
遊

具
、高
州
保
育
所
に
木
製
低
鉄
棒
を

設
置
し
た
。ま
た
、３
か
年
計
画
で

市
内
の
公
立
保
育
所
６
園
す
べ
て

に
木
製
遊
具
の
導
入
を
考
え
て
お

り
、令
和
５
年
度
は
丹
後
保
育
所
と

さ
く
ら
保
育
所
に
木
製
遊
具
を
設

置
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
自
宅
療
養
者
に
係
る
連
携
事
業

で
は
、国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
利
用
し
て
１
万
４
１
５
世
帯
に

食
料
を
配
布
し
、配
食
数
は
２
万
１
，

６
７
４
箱
だ
っ
た
。

　
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
で
は
、

三
郷
市
障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
の
令
和
４
年
度
の
就
労
割
合

は
65・
８
％
、こ
こ
５
年
間
の
平
均

就
労
割
合
は
63・
１
％
で
あ
る
。取

り
組
み
と
し
て
は
、丁
寧
な
相
談
対

応
や
雇
用
先
へ
の
定
着
支
援
の
調

総
務
常
任
委
員
会

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
使
途
と
し

て
、「
ふ
る
さ
と
の
緑
と
水
辺
再
生

事
業
」、「
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
事

業
」、「
に
ぎ
わ
い・ふ
れ
あ
い
事
業
」

や「
ギ
リ
シ
ャ
共
和
国
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
推
進
事
業
」が
あ
り
、こ
れ
に
対

応
す
る
事
業
の
一
般
財
源
の
一
部

と
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

に
つ
い
て
、特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、直
接
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
げ
ず
分
離
環
境

を
通
じ
て
活
用
し
、か
な
り
強
固
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
行
い
万
全
の

体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　
討
論
と
し
て
、「
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
継
続
し
て
活
用
し
た
事
業
で

は
評
価
で
き
る
事
業
も
あ
る
が
、高

齢
者
の
補
聴
器
補
助
制
度
や
地
域
の

活
性
化
の
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業

等
を
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
反

対
す
る
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

歳入区分 説　　　明
市 税 市民税、固定資産税など
国 庫 支 出 金 特定の事業に対して国から交付されたお金
繰 越 金 前年度一般会計から繰り越されたお金
市 債 市が長期にわたって借りたお金
繰 入 金 基金などから繰り入れたお金
県 支 出 金 特定の事業に対して県から交付されたお金
地方消費税交付金 地方消費税のうち、三郷市分として交付されたお金
地 方 交 付 税 財政状況に応じて国から交付されたお金

新しい木製複合遊具に夢中（上口保育所）新しい木製複合遊具に夢中（上口保育所）
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令和４年度

後期高齢者医療 歳入　19億2,806万円��　
歳出　17億9,234万4千円

　審査では、後期高齢者医療保険料の軽減対象の人数は、７
割軽減が7,749人、５割軽減が2,385人、２割軽減が2,481
人、被扶養者の５割軽減が111人であるとのことでした。
　討論として、「後期高齢者医療保険料の増額改定が行われ
るなど、被保険者の負担増は容認できず、県の財政安定化基
金を取り崩し、保険料を引き下げることを広域連合に強く
要望するよう求めることから反対」などがありました。

公共下水道事業（※）　歳入　51億9,248万円　
歳出　60億　392万1千円

　審査では、節水型社会の進展等による上水道使用量の減
少に伴い、下水道使用量も減少している。現在実施している
中期経営計画見直し業務において、将来予測を踏まえた投
資・財政計画を立てる中で、適正な下水道使用料水準なども
含めて、検討していきたいとのことでした。
　討論として、「営業収益において他会計負担金が少ないた
め、増額を求めることなどから反対」がありました。

※�上下水道事業の決算額は、収益的収支と資本的収支の合
計額です。

上水道事業（※） 歳入　29億4,951万6千円
歳出　39億　218万8千円

　審査では、管路の現在の耐震化率は42.5％で、令和12年
までに60％とすることを目標としているとのことでした。
　討論として、「令和４年度において、供給単価を据え置く
独自の努力が見られる点を評価することなどから賛成」が
ありました。

介護保険 歳入　111億2,101万5千円
歳出　104億1,639万3千円

　審査では、介護予防事業では、コロナ禍において、地区サ
ロンでは午前中のみの利用とし、昼食をとることをご遠慮
いただいた。また、利用者にマスクの着用や手指の消毒など
をお願いし、感染対策をとりながら開催していたとのこと
でした。
　討論として、「利用料の増額に影響しないよう、介護報酬
単価を引き上げ国庫負担を増額すること、また、保険税の引
下げに基金を活用することで次期の介護保険料の引上げを
抑えることを強く求めることから反対」などがありました。

国民健康保険 歳入　139億998万8千円
歳出　137億225万6千円

　審査では、30歳代の健康診査事業について、令和４年度の
国民健康保険被保険者としての実績は57件であるとのこと
でした。
　討論として、「国民健康保険の保険税額は協会けんぽなど
他の公的医療保険と比べ大きな格差があり、公費の投入や、
一般会計からの財政支援としての繰入れの継続を強く求め
ることから反対」などがありました。

歳　出歳　出
598億
4,011万
3千円

民生費民生費
268億260万9千円268億260万9千円
44.8%44.8%

総務費総務費
126億2126億2,,147万147万66千千円円
21.1%21.1%

土木費
50億億250万1千円千円　8.3%

公債費
45億億9,584万9千円千円
7.7%

教育費
42億億1,310万2千円円
7.0%

衛生費
40億億372万7千円千円
6.7%

消防費
16億億5,982万5千円円
2.8%

その他
9億億4,102万4千円千円　1.6%

　
小
中
学
校
夢
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
は
、英
語
を
通
じ
て
世
界
の

人
々
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、夢
を
実
現
す
る
生

き
方
が
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
を
招
い
た
体
験
型
授

業
、小
中
学
校
の
英
語
の
授
業
に
関

す
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
16
名
の
派
遣
事
業
、英

検
の
補
助
事
業
の
３
つ
の
事
業
を

実
施
し
た
。

　
生
涯
学
習
推
進
事
業
は
、市
民
の

か
た
が
主
体
と
な
る「
市
民
企
画
講

座
」、市
内
の
県
立
高
等
学
校
３
校

が
協
働
で
小
学
生
を
対
象
に
講
座

を
行
う「
高
校
協
働
講
座
」、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
み
さ
と
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
の
協
働
事
業
で
あ
る「
み

さ
と
雑
学
大
学
」、「
パ
ソ
コ
ン
講

座
」、こ
の
他
、み
さ
と
生
涯
学
習
情

報
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
が

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
イ
ン
タ
ー
南
中
央
公
園
内
に
整

備
し
た「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」に
つ

い
て
、公
園
内
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
設
置
す
る
な
ど
、利
用

者
の
声
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。回

答
内
容
と
し
て
は
、体
幹
の
弱
い
お

子
さ
ん
で
も
寝
転
が
っ
た
ま
ま
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
る
ブ
ラ
ン
コ
を
利

歳出区分 説　　　明
民生費 児童、高齢者、障がい者などの福祉事業費など
総務費 防災や防犯、市税の課税徴収など
土木費 道路や河川、公園整備など
公債費 市債の返済金
教育費 学校教育費、体育施設の管理運営など
衛生費 ゴミの収集や予防接種など
消防費 消火・救急活動など
その他 議会費、商工費、農林水産業費など

用
さ
れ
た
、障
が
い
の
あ
る
お
子
さ

ん
の
保
護
者
か
ら
、「
今
ま
で
に
見

た
こ
と
の
な
い
く
ら
い
の
良
い
表

情
を
見
せ
て
く
れ
た
」、ま
た
、高
低

差
の
あ
る
テ
ー
ブ
ル
型
の
砂
場
を

利
用
さ
れ
た
車
い
す
利
用
者
の
か

た
か
ら
は
、「
生
ま
れ
て
は
じ
め
て

砂
遊
び
が
で
き
た
」な
ど
の
喜
び
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
討
論
と
し
て
、「
三
郷
中
央
地
区
に

ぎ
わ
い
創
出
事
業
に
お
い
て
、ま
だ
ま

だ
市
民
要
望
に
応
え
切
れ
な
い
部
分

も
多
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
な

ど
か
ら
反
対
す
る
」が
あ
り
ま
し
た
。
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都
市
計
画
に
お
け
る
問
題

都
市
計
画
に
お
け
る
問
題

�
議
員�　
三
郷
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
お
い
て
、彦
成
地
域
の
中
川
に
面

す
る「
沿
道
利
用
地
」と「
低
層
住
宅
地
」

を「
土
地
利
用
検
討
地
区
」と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。地
域
住
民
の
暮
ら
し
や
す

さ
の
向
上
、地
域
の
価
値
向
上
を
図
る
た

め
、用
途
地
域
、地
区
計
画
制
度
の
適
切

な
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

�

市
長�　
用
途
地
域
が
第
１
種
低
層
住
居

専
用
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
区
を

「
土
地
利
用
検
討
地
区
」と
位
置
づ
け
、誰

も
が
日
常
生
活
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
の
実
現
を
目
指
し
、生
活
利
便
性
の

向
上
等
、地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

�

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長�　
都
市
計
画
で

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
建
築
物
の
制
限

に
つ
い
て
は
、「
用
途
地
域
」の
ほ
か
、地

区
の
特
性
に
応
じ
て
建
築
物
の
ル
ー
ル

な
ど
を
定
め
る「
地
区
計
画
」が
あ
る
。こ

れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
地
区
の

特
性
に
応
じ
た
良
好
な
住
環
境
の
形
成

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。今
後
も
住

民
の
ご
意
見
等
を
伺
い
な
が
ら
、安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
く
。

�

そ
の
他
の
質
問�　
学
校
教
育
に
お
け
る

外
部
人
材
活
用
に
つ
い
て
。

地
域
に
お
け
る

地
域
に
お
け
る

子
ど
も
の
料
理
教
室
に
つ
い
て

子
ど
も
の
料
理
教
室
に
つ
い
て

�

議
員�　
子
ど
も
に
料
理
で
き
る
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
さ
せ
、自
分
で
自
分
の
身
体

を
守
る「
生
き
る
力
」を
育
て
る
こ
と
は

「
食
育
」の
究
極
の
目
的
と
い
え
る
。さ
ら

に
、調
理
は
小
さ
な
成
功
体
験
の
積
み
重

ね
と
な
り
、自
己
肯
定
感
と
自
己
効
力
感

を
高
め
、自
分
が
調
理
し
た
も
の
を「
お

い
し
い
」と
言
っ
て
も
ら
え
た
喜
び
が
自

尊
感
情
を
高
め
る
な
ど
、様
々
な
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」宣
言
を
し
た
本
市

の
事
業
と
し
て
、地
域
の
食
育
関
係
者
と

連
携
し
な
が
ら
、地
区
セ
ン
タ
ー
等
に
あ

る
調
理
実
習
室
で
、子
ど
も
料
理
教
室
を

開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

�

い
き
い
き
健
康
部
長�　
第
２
期
三
郷
市

健
康
増
進・
食
育
推
進
計
画「
す
こ
や
か

み
さ
と
」を
策
定
し
、食
育
に
関
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
。今
後
も
市
内
の
健
康
づ

く
り
団
体
な
ど
と
協
力
し
て
、子
ど
も
の

生
き
る
力
を
育
む
な
ど
、食
育
推
進
の
た

め
、料
理
教
室
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。

�

子
ど
も
未
来
部
長�　
子
ど
も
の
料
理
教

室
の
事
業
化
に
つ
い
て
は
、他
自
治
体
の

先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
な
が
ら
、関
係

各
課
と
連
携
し
、子
ど
も
施
策
の
取
組
の

ひ
と
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

�

そ
の
他
の
質
問�　
行
政
問
題
な
ど
。

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、３日間にわたり13人の議員が活発な
論戦を展開しました。� ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する
一般質問

質 問 議 員
篠田　隆彦　　西村寿美枝　　宇治由紀子　　田上　広子
一色　雄生　　柳瀬　勝彦　　佐々木　修　　佐藤　智仁
深川　智加　　渡邉　雅人　　鳴海　和美　　加藤　英泉
工藤智加子　

【議会の詳細は「会議録」で】
三郷市議会ホームページまたは、市役所内の市政情報コーナー、図
書館などで「会議録」を閲覧することができます。なお９月定例会の
会議録は11月下旬に更新する予定です。
▶�会議録速報版を公開…閉会から１か月を目安に、ホームページに
てＰＤＦ形式で公開していますのでご覧ください。

URL　https://ssp.kaigiroku.net/tenant/misato/SpTop.html

三郷市議会　会議録 検索
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用
の
補
助
に
つ
い
て
検
討
を
求
め
た
い

が
見
解
は
。

�

い
き
い
き
健
康
部
長�　
①
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、厚
生
労
働

省
の
指
針
に
沿
っ
て
進
め
て
い
る
。市
民

に
対
し
、接
種
を
す
る
際
の
判
断
材
料
と

し
て
、ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
有
効
性
や
副

反
応
等
の
情
報
の
公
表
に
努
め
、問
い
合

わ
せ
に
は
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
く
。②

申
請
費
用
の
市
独
自
の
助
成
に
つ
い
て

は
、他
自
治
体
の
事
例
を
調
査
研
究
し
て

い
く
。

�
そ
の
他
の
質
問�　
環
境
問
題
。

ま
ち
づ
く
り
問
題
・

ま
ち
づ
く
り
問
題
・

福
祉
的
側
面
か
ら
の
対
策

福
祉
的
側
面
か
ら
の
対
策

�

議
員�　
三
郷
市
は
美
し
い
景
観
が
形
成

さ
れ
て
い
る
一
方
、一
部
に
は
、所
有
者

の
高
齢
化
等
に
よ
り
、維
持
管
理
が
困
難

に
な
り
、見
た
目
を
損
な
う
だ
け
で
な
く

危
険
な
家
屋
や
樹
木
等
が
あ
る
。市
で

は
、私
有
地
ゆ
え
に
樹
木
伐
採
や
私
有
物

の
処
分
を
お
願
い
す
る
に
留
ま
っ
て
い

る
。こ
れ
ら
は
本
来
、個
人
の
問
題
だ
が
、

地
域
全
体
の
問
題
と
捉
え
、問
題
の
小
さ

い
う
ち
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、労

力
、費
用
、危
険
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
。今
後
、

さ
ら
に
高
齢
世
帯
や
高
齢
単
身
世
帯
が

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
リ
ス
ク
周
知
と

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
リ
ス
ク
周
知
と

接
種
被
害
申
請
の
補
助
を

接
種
被
害
申
請
の
補
助
を

�

議
員�　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
秋
接
種

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。厚
生
労
働
省
は
効

果・
安
全
性
に
問
題
な
し
、と
し
て
い
る

が
、す
で
に
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制

度
に
よ
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
認
定
数

は
現
時
点
で
４
千
件
超
、死
亡
認
定
が
２

０
０
件
超
、過
去
す
べ
て
の
被
害
認
定
数

の
合
計
を
上
回
っ
て
い
る
。ま
た
、子
ど

も
や
若
い
世
代
の
心
筋
炎
の
増
加
も
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
を
主
要

メ
デ
ィ
ア
は
報
じ
ず
、国
が
中
止
し
な
い

異
常
な
現
状
を
認
識
し
、①
市
と
し
て
、

接
種
の
案
内
時
に
現
状
及
び
接
種
の
リ

ス
ク
面
を
市
民
に
正
し
く
伝
え
る
べ
き

と
考
え
る
が
、対
応
は
。②
本
市
で
も
現

在
５
名
の
か
た
が
被
害
認
定
制
度
へ
申

請
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。申
請
に
は
費
用

の
負
担
も
重
く
、こ
れ
を
補
助
す
る
自
治

体
も
出
て
き
て
い
る
。本
市
で
も
申
請
費

増
加
す
る
中
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
で
介
入

す
る
際
、家
庭
内
外
の
異
変
に
気
付
き
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
拾
い
出
し
、他
機
関・

多
職
種
と
の
連
携
に
よ
る
福
祉
的
側
面

か
ら
の
対
策
の
構
築
が
必
要
だ
が
、本
市

の
状
況
は
。

�

福
祉
部
長�　
福
祉
関
係
各
課
に
お
い
て

は
、市
民
か
ら
の
相
談
に
対
し
庁
内
連
携

の
み
な
ら
ず
、関
係
機
関
と
も
本
人
の
同

意
の
も
と
、連
携
、情
報
共
有
を
図
り
な

が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
。今
後
も
複

雑・多
様
化
し
た
相
談
に
対
応
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

�

そ
の
他
の
質
問�　
移
動
手
段
と
交
通
の

問
題
。

あ
か
ち
ゃ
ん
の
居
場
所
と

あ
か
ち
ゃ
ん
の
居
場
所
と

情
報
発
信
に
つ
い
て

情
報
発
信
に
つ
い
て

�

議
員�　
子
育
て
世
帯
の
市
民
か
ら
は
、

「
あ
か
ち
ゃ
ん
の
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い
」

「
子
育
て
関
連
の
情
報
収
集
は
、子
育
て

に
追
わ
れ
て
出
来
な
い
」「
検
診
の
時
に

資
料
を
も
ら
う
が
、余
裕
が
あ
る
時
に
配

布
し
て
欲
し
い
」と
い
う
声
を
よ
く
聞

く
。ま
た
、２
０
２
２
年
、（
株
）明
治
が
実

施
し
た「
子
育
て
に
関
す
る
情
報
収
集
の

意
識
調
査
」に
よ
る
と
、ネ
ッ
ト
検
索
、育

児
ア
プ
リ
で
の
情
報
収
集
が
上
位
に

な
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、①
本
市
で
の
あ

か
ち
ゃ
ん
の
居
場
所
の
現
状
、②
子
育
て

世
帯
等
へ
向
け
た
情
報
発
信
と
今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

�

子
ど
も
未
来
部
長�　
①
親
子
が
気
軽
に

集
い
、相
互
交
流
や
育
児
相
談
が
で
き
る

場
と
し
て
、地
域
の
保
育
所
や
児
童
館
な

ど
に「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」及
び「
つ

ど
い
の
広
場
」を
計
９
か
所
設
置
し
て
い

る
。利
用
人
数
に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍

前
と
比
較
す
る
と
約
半
数
と
な
っ
て
い

る
現
状
で
あ
る
。今
後
も
、子
育
て
中
の

親
子
が
気
軽
に
集
い
、安
心
し
て
利
用
で

き
る
場
所
と
し
て
、よ
り
多
く
の
方
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
、工
夫
し
て
い
く
。②
情

報
発
信
に
つ
い
て
は
、メ
ー
ル
配
信
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
行
っ
て
い
る
ほ

か
、妊
娠
届
出
時
や
４
か
月
、９
か
月
検

診
の
時
に「
に
こ
に
こ
子
育
て
応
援
ガ
イ

ド
」を
配
布
し
て
い
る
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
が
開
始
さ
れ
た
際
に
は
、積

極
的
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

そ
の
他
の
質
問�　
人
事
に
つ
い
て
な
ど
。

※写真はイメージです※写真はイメージです
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の
書
類
を
準
備
す
る
こ
と
で
、当
日
、ス

ム
ー
ズ
に
事
務
処
理
が
進
む
よ
う
に
し

て
い
る
。開
設
以
来
８
月
末
ま
で
に
、合

計
２
７
３
件
の
利
用
が
あ
り
、「
ま
と
め

て
手
続
き
が
で
き
て
助
か
っ
た
」な
ど
の

お
声
を
い
た
だ
い
た
。自
死
遺
族
の
か
た

か
ら
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

際
に
は
、お
気
持
ち
に
配
慮
し
な
が
ら
、

抱
え
て
い
る
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
専
門
機
関
や
相
談
窓
口
に
繋
ぐ

な
ど
、適
切
な
案
内
に
努
め
て
い
く
。

�
そ
の
他
の
質
問�　
広
報
み
さ
と
に
つ
い

て
な
ど
。

学
校
飼
育
動
物
に
つ
い
て

学
校
飼
育
動
物
に
つ
い
て

�

議
員�　
埼
玉
県
の
今
年
７
月
の
気
温
は

１
週
間
連
続
38
度
を
超
え
、猛
暑
日
が
続

い
た
。こ
の
異
常
な
気
温
に
苦
し
ん
で
い

る
の
は
人
だ
け
で
な
く
動
物
た
ち
も
同

じ
で
、学
校
飼
育
動
物
は
暑
く
て
も
逃
げ

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
環
境
で
飼
育
さ

れ
て
い
る
。以
前
行
っ
た
同
内
容
の
一
般

質
問
に
対
す
る
答
弁
で
は
、教
育
効
果
を

期
待
し
て
飼
い
続
け
る
こ
と
自
体
が
目

的
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
、環
境
改
善
を

訴
え
た
。学
校
に
お
け
る
飼
育
環
境
の
現

状
と
、各
学
校
で
対
応
が
異
な
る
こ
と
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

自
死
遺
族
支
援
に
つ
い
て

自
死
遺
族
支
援
に
つ
い
て

�

議
員�　
本
年
４
月
か
ら
、亡
く
な
っ
た

か
た
に
関
す
る
手
続
き
の
利
便
性
向
上

の
た
め「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」が
開
設

さ
れ
た
。こ
れ
ま
で
は
、庁
内
の
複
数
の

部
署
で
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
が
、１
か
所
で
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。こ
の
コ
ー
ナ
ー

の
名
称
か
ら
、亡
く
な
っ
た
か
た
に
関
す

る
窓
口
だ
と
す
ぐ
に
わ
か
り
、多
く
の
課

題
を
抱
え
た
自
死
遺
族
に
と
っ
て
も
、問

い
合
わ
せ
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
思
う
。

そ
こ
で
、「
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
」の
現
状

と
自
死
遺
族
か
ら
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

�

市
民
生
活
部
長�　
「
お
く
や
み
コ
ー
ナ�

ー
」の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、事
前
に
予

約
い
た
だ
き
、そ
の
際
に
聴
き
取
り
を
行

い
、必
要
な
手
続
き
の
確
認
と
申
請
書
等

�

教
育
長�　
近
年
の
猛
暑
が
続
く
環
境
の

変
化
は
、こ
れ
ま
で
学
校
教
育
の
中
で
行

わ
れ
て
い
た
動
物
の
飼
育
方
法
に
つ
い

て
様
々
な
課
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
。教

育
効
果
と
課
題
を
精
査
し
、よ
り
良
い
環

境
で
適
切
な
学
校
飼
育
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

�

学
校
教
育
部
長�　
現
在
、市
内
小
中
学

校
で
は
27
校
中
13
校
で
動
物
を
飼
育
し
、

種
類
と
し
て
は
ウ
サ
ギ
が
大
半
を
占
め

て
い
る
。暑
い
時
期
は
エ
ア
コ
ン
が
効
く

室
内
に
お
い
て
個
別
ケ
ー
ジ
で
飼
育
し

た
り
、病
気
や
怪
我
の
際
に
は
動
物
病
院

を
受
診
し
て
適
切
な
治
療
を
受
け
る
よ

う
努
め
て
い
る
。今
後
も
、校
長
会
に
お

い
て
、新
た
な
動
物
飼
育
の
際
に
は
慎
重

に
検
討
す
る
よ
う
引
き
続
き
指
導
助
言

し
て
い
く
と
と
も
に
、学
校
に
よ
る
差
が

あ
る
中
、子
ど
も
た
ち
に
不
安
を
与
え
な

い
適
切
な
飼
育
環
境
と
な
る
よ
う
施
設

の
修
繕
、整
備
を
含
め
、支
援
し
て
い
く
。

�

そ
の
他
の
質
問�　
就
労
支
援
な
ど
。

水
道
問
題　

水
道
問
題　

老
朽
管
の
布
設
替
え
へ
の
対
応
は

老
朽
管
の
布
設
替
え
へ
の
対
応
は

�

議
員�　
昨
今
、南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
な

ど
、地
震
に
対
し
て
の
関
心
が
強
ま
っ
て

い
る
中
で
、建
物
の
耐
震
化
率
向
上
と
同

様
、水
道
事
業
に
お
け
る
石
綿
セ
メ
ン
ト

管
改
修
に
よ
る
老
朽
管
の
問
題
が
残
っ

て
い
る
。地
震
大
国
で
あ
る
日
本
に
お
い

て
、大
地
震
に
備
え
て
お
く
こ
と
は
重
要

な
テ
ー
マ
で
あ
る
。本
市
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
、災
害
時
に
お
け
る
断
水
な
ど

に
対
応
で
き
る
よ
う
様
々
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
き
た
。老
朽
管
は
、三
郷
市

浄
水
場
が
通
水
開
始
さ
れ
る
以
前
、土
地

区
画
整
理
事
業
な
ど
が
な
さ
れ
る
前
に

工
事
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。石
綿
セ
メ
ン

卜
管
の
経
年
劣
化
に
よ
る
全
国
的
な
ト

ラ
ブ
ル
事
例
が
発
生
し
て
い
る
な
か
、本

市
に
お
い
て
も
対
応
が
必
要
だ
と
思
う

が
見
解
は
。

�

水
道
部
長�　
こ
れ
ま
で
、石
綿
セ
メ
ン

ト
管
や
老
朽
管
を
耐
震
管
へ
更
新
し
て

き
た
が
、引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。特

に
、病
院
や
災
害
時
の
避
難
所
な
ど
の
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
く
重
要
給
水
施
設

へ
の
配
水
管
路
に
つ
い
て
は
積
極
的
に

耐
震
化
を
行
っ
て
い
く
。

�

そ
の
他
の
質
問�　
防
犯
問
題
な
ど
。
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周
知・
啓
発
、及
び
様
々
な
平
和
啓
発
事

業
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。

�

総
務
部
長�　
①
今
年
度
は
、７
月
に
夏

休
み
親
子
平
和
施
設
見
学
会
、８
月
に
被

爆
体
験
講
話
と
長
崎
原
爆
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
と
し
て

は
、見
学
会
で
は「
良
い
経
験
と
な
っ

た
」、講
話
で
は「
被
爆
体
験
者
の
話
を
聞

く
機
会
が
な
い
の
で
あ
り
が
た
い
」、パ

ネ
ル
展
で
は「
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が

ほ
と
ん
ど
に
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、続

け
る
事
が
大
切
だ
と
感
じ
た
」等
が
あ
っ

た
。な
お
11
月
に
は
戦
争・
原
爆
パ
ネ
ル

展
を
開
催
予
定
で
あ
る
。②
今
後
の
課
題

と
し
て
、引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
て

い
く
。③
新
た
な
宣
言
等
の
設
置
予
定
は

な
い
が
、市
役
所
の
懸
垂
タ
ワ
ー
に
定
期

的
に
懸
垂
幕
を
設
置
し
た
り
、市
内
の
鉄

道
各
駅
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ

ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
す
る
な
ど
、今
後

も
創
意
工
夫
し
な
が
ら
周
知・啓
発
に
努

め
る
。

�

そ
の
他
の
質
問�　
学
校
教
育
な
ど
。

Ｄ
Ｘ
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）のの

推
進
に
つ
い
て

推
進
に
つ
い
て

�

議
員�　
近
年
行
政
で
も
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
Ｄ
Ｘ
と
は
、デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
に
よ
る
効
率
化
や
自
動
化
を
求

三
郷
か
ら
平
和
の
発
信
を

三
郷
か
ら
平
和
の
発
信
を

�

議
員�　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、戦
争
孤
児

が
う
ま
れ
て
い
る
。い
つ
の
時
代
も
戦
争

で
犠
牲
に
な
る
の
は
罪
の
な
い
子
ど
も

た
ち
だ
。そ
れ
は
78
年
前
も
同
じ
で
あ

り
、二
度
と
悲
惨
な
思
い
を
し
な
い
よ

う
、三
郷
か
ら
平
和
を
発
信
す
る
事
が
大

切
で
あ
る
。①
平
和
事
業
の
取
り
組
み
状

況
や
各
事
業
に
対
す
る
ア
ン
ケ
―
ト
の

内
容
は
。②
広
島・
長
崎
へ
児
童
や
生
徒

の
平
和
大
使
の
派
遣
を
。③
未
設
置
の
公

共
施
設
等
へ
非
核
平
和
都
市
宣
言
塔
の

設
置
を
求
め
る
が
、市
の
考
え
は
。　

�

市
長�　
昭
和
63
年
３
月
の「
三
郷
市
非

核
平
和
都
市
宣
言
」の
も
と
、平
和
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。引
き
続
き

め
る「
デ
ジ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」や「
デ
ジ

タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」と
は
一
線
を
画

し
、そ
の
先
に
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す

よ
う
な
取
り
組
み
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。例
え
ば
３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
を
活
用
し

た「
都
市
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
」は
、現
実
空

間
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
再
現

し
た
仮
想
空
間
で
様
々
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

ト
を
行
う
こ
と
で
、現
状
の
課
題
や
将
来

起
こ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
課
題
に
対

し
て
適
切
な
対
応
を
実
施
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。市
で

も
こ
う
し
た
技
術
を
活
用
し
、行
政
課
題

の
解
決
へ
新
た
な
可
能
性
を
見
出
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

�

企
画
政
策
部
長�　
国
が
主
導
し
て
い
る

「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｕ（
プ
ラ
ト
ー
）」と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、令
和
４
年
度
ま
で

に
約
１
３
０
の
都
市
が
参
画
し
、都
市
デ

ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
を
防
災
や
ま
ち
づ
く
り

と
い
っ
た
分
野
に
活
用
し
て
い
る
と
承

知
し
て
い
る
。市
に
お
い
て
も
同
様
の
分

野
等
で
の
活
用
が
期
待
で
き
る
と
考
え

て
お
り
、課
題
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

�
そ
の
他
の
質
問�　
防
災
問
題
。

地
域
別
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
講
習
会
と

地
域
別
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
講
習
会
と

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ
い
て

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ
い
て

�

議
員�　

本
年
は
、関
東
大
震
災
よ
り�

１
０
０
年
が
経
っ
た
。防
災
は
、住
ん

で
い
る
地
域
の
リ
ス
ク
を
知
り
、具
体

的
な
対
策
と
避
難
行
動
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。①
市
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
、地
域
別
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
講
習
会
を
そ
れ
ぞ

れ
の
公
共
施
設
で
開
催
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
は
。②
ま
た
、全
国
的
に

防
災
の
担
い
手
の
高
齢
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。若
い
か
た
や
女
性
達
を

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
成

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
は
。③
さ

ら
に
、地
域
ご
と
に
自
由
に
作
る
こ
と

が
出
来
る「
地
区
防
災
計
画
」策
定
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

�

危
機
管
理
監�　
①
市
内
の
自
主
防
災
組

織
を
地
区
ご
と
に
７
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、各
地
区
セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
講

習
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

く
。②
今
年
度
か
ら
、各
小
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
実
施
す
る
事
業
等
に
お
い
て
、防

災
意
識
の
啓
発
を
促
進
す
る
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、自
主
防
災
活
動
へ
の
参

加
に
繋
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。�

③
県
補
助
金
を
活
用
し
つ
つ
、各
自
主
防

災
組
織
で
策
定
し
て
い
る「
自
主
防
災
計

画
」を「
地
区
防
災
計
画
」に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
く
。

�

そ
の
他
の
質
問�　
行
政
問
題
な
ど
。

非核平和都市宣言塔（新三郷駅）非核平和都市宣言塔（新三郷駅）
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超
過
の
車
が
ほ
と
ん
ど
で
、交
通
事
故
の

危
険
性
を
は
ら
ん
で
お
り
、歩
行
者
用
信

号
機
の
設
置
は
必
須
で
あ
る
。江
戸
川
河

川
敷
の
活
性
化
は
信
号
機
の
設
置
に
か

か
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

�

市
長�　
信
号
機
設
置
に
つ
い
て
吉
川
警

察
署
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、現
時
点
で
は

難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。市
と
し
て

は
、イ
ベ
ン
ト
開
催
時
な
ど
に
誘
導
員
を

配
置
す
る
な
ど
歩
行
者
の
安
全
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、路
面
標
示
や
注
意
喚
起

看
板
の
設
置
等
、引
き
続
き
交
通
安
全
対

策
を
進
め
て
い
く
。

�

そ
の
他
の
質
問�　
福
祉
問
題
な
ど
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
目
標
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
目
標
の

見
直
し
と
取
り
組
み
は

見
直
し
と
取
り
組
み
は

�

議
員�　
本
市
で
は
、温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
目
標
を
２
０
３
０
年
度
ま
で

に
２
０
１
３
年
度
比
で
26
％
削
減
と
し

て
い
る
が
、近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
被

害
を
う
け
て
国
連
の
事
務
総
長
が
発
言

し
た
よ
う
に「
地
球
沸
騰
化
」の
時
代
を

迎
え
て
い
る
。10
年
足
ら
ず
の
間
に
全
世

界
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
削
減
で
き
る
か
ど
う

か
、破
局
的
な
気
候
変
動
を
回
避
す
る
た

め
に
取
り
組
め
る
時
間
は
長
く
な
い
。①

第
２
次
三
郷
市
環
境
基
本
計
画
に
お
け

る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
見
直
し

は
。②
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

�

市
民
生
活
部
長�　
①
令
和
３
年
３
月
に

策
定
し
た
第
２
次
三
郷
市
環
境
基
本
計

画
の
中
の
三
郷
市
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
で
は
、令
和
12
年
度
ま
で
に
平
成

25
年
度
比
で
26
％
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
の
削
減
目
標
と
し
て
い
た
が
、令
和

３
年
10
月
に
国
の
地
球
温
暖
化
対
策
計

画
が
改
定
さ
れ
削
減
目
標
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、令
和
４
年
度
に
三

郷
市
環
境
審
議
会
の
承
認
を
得
て
、国
と

同
じ
46
％
に
上
方
修
正
し
た
。②
令
和
５

年
度
か
ら
三
郷
市
家
庭
用
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
促
進
補
助
金
を
創
設
し
、従
来
の
太
陽

光
発
電
等
の
設
置
補
助
の
他
に
、電
気
自

動
車
の
購
入
や
Ｖ
２
Ｈ
電
気
自
動
車
充

放
電
設
備
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
と
し

た
。ま
た
、親
子
環
境
教
室
や
環
境
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
、小
学
校
で
の
環
境
教

育
出
前
講
座
を
実
施
し
た
り
、９
月
24
日

に
は
４
年
ぶ
り
と
な
る
環
境
フ
ェ
ス
タ

を
開
催
す
る
な
ど
し
、環
境
問
題
の
意
識

醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

�
そ
の
他
の
質
問�　
防
災
問
題
な
ど
。

三
郷
駅
至
近
の
江
戸
川
堤
防
下
の

三
郷
駅
至
近
の
江
戸
川
堤
防
下
の

市
道
に
信
号
機
設
置
を

市
道
に
信
号
機
設
置
を

�

議
員�　
三
郷
駅
周
辺
と
江
戸
川
の
緊
急

船
着
場
周
辺
に
つ
い
て
は
、三
郷
市
の
最

上
位
計
画
で
あ
る「
第
５
次
三
郷
市
総
合

計
画
」の「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
核
」と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、「
環
境
学
習
」「
防
災

学
習
」の
役
割
の
方
向
付
け
も
あ
る
。そ

し
て
、将
来
的
に
は
江
戸
川
の
水
上
交
通

の
ト
ラ
ン
ジ
ェ
ッ
ト・
モ
ー
ル
を
形
成

し
、「
埼
玉
県
観
光
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」と

し
て
の
役
割
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。し

か
し
な
が
ら
、三
郷
駅
周
辺
江
戸
川
河
川

敷
の
活
性
化
方
針
の
河
川
空
間
の
活
用

に
向
け
た
課
題
の
中
で
、最
大
の
ネ
ッ
ク

は
堤
防
下
の
車
道
の
横
断
で
あ
る
。車
道

を
平
面
交
差
で
横
断
す
る
必
要
が
あ
る

が
、交
通
量
が
多
く
、そ
れ
も
ス
ピ
ー
ド

〇�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。

○新  

竹
谷
　
賢
二 

氏
（
泉
一
丁
目
）

○新  

濱
松
　
紀
子 

氏（
高
州
二
丁
目
）

〇�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

○再  

田
中
　
彰
則 

氏（
中
央
二
丁
目
）

〇�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
適
任
と

し
ま
し
た
。

○再  

鳥
山
　
待
子 

氏
（
幸
房
）

○新  

宇
田
川
　
貢 

氏
（
東
町
）

人
事
案
件

江戸川堤防下の道路江戸川堤防下の道路

一般質問・人事案件
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　市民要望としての請願が９月定例会に１件提出さ
れました。結果をお知らせします。
請願第２号
　�「介護報酬のプラス改定を求める意見書」を
国に提出することを求める請願

請願者
　東京民医連労働組合健和会支部
　執行委員長　小倉　喜子�氏

審議結果　不採択

請  願請  願

補正予算トピックス補正予算トピックス

◇補正予算に盛り込まれた主な事業◇◇補正予算に盛り込まれた主な事業◇
議案第61号　令和５年度三郷市一般会計補正予算（第３号）

道路維持管理事業道路維持管理事業
69,000千円

内 容　冠水対策として隧
ずい

道
どう

の入口に遮断機を設置するも
の。

Q　どのような遮断機なのか。
Ⓐ 　冠水時、車両が進入して水没してしまう事例が多発
している。そのため、安全な通行止めができるよう、上

かみ

口
ぐち

隧
ずい

道
どう

に柔らかい素材を用いた遮断機の設置を考え
ている。

業務
改革

中学校教育用パソコン整備事業中学校教育用パソコン整備事業
13,400千円

内 容　埼玉県学力・学習状況調査の実施方法変更に向
け、ネットワーク環境を整備するもの。

Q　ネットワークを強化する目的は。
Ⓐ 　令和６年度に、小学校４年生から中学校３年生まで
を対象とした「埼玉県学力・学習状況調査」が、一人１
台配付されたタブレットによるコンピューター調査
に変更になるため、ネットワーク環境を改善する。

業務
改革

小学校教育用パソコン整備事業小学校教育用パソコン整備事業
20,128千円

業務
改革

①①
【他市からの行政視察がありました】
○「親の学習推進事業」、「日本一の読書のまち推進事業」について…７月20日に山形県鶴岡市議会公明党。
○�「三郷市スポーツ推進計画事業の取り組み」、「スポーツを活かしたまちづくり」について…８月４日に宮
崎県延岡市議会自民党きずなの会。
○�「三郷市動物の愛護及び管理に関する条例」について…８月21日に大阪府貝塚市議会大阪維新の会貝塚
市議会議員団。
○「学校図書室」について…８月22日に吉見町議会公明党。
○「日本一の読書のまち推進事業」について…10月18日に北海道釧路市議会総務文教常任委員会。
○「インクルーシブ公園」について…10月19日に愛知県北名古屋市議会建設常任委員会。
○「インクルーシブ公園整備事業」について…10月24日に福岡県中間市議会産業消防委員会。
○�「自主防災組織連絡協議会推進事業」、「自主防災組織設立及び活動推進事業」について…10月25日に熊
本県宇土市議会総務市民常任委員会。
○�「消防団の充実強化への取組」、「消防団員の退団を防ぐ取組」について…10月25日に大分県佐伯市議会
総務常任委員会。
○「市内小中学校体育館における空調整備事業」について…10月31日に千葉県松戸市議会公明党。

【視察研修を行いました】
○�「21世紀クラブ」議員…７月４日に千葉県市川市の「市川市公式ＬＩＮＥアカウントの運用」、「雨水浸透
施設」について。

○�「21世紀クラブ」…７月10日に福岡県春日市の「人事評価システムの導入」について、11日に佐賀西部広
域水道企業団（佐賀県小城市）の「牛尾配水池マイクロ水力発電」について、12日に福岡県古賀市の「ＤＸ
の推進」について。
○�「政志会」議員…７月31日に神奈川県川崎市の「川崎市動物愛護センター（A

ア ニ マ モ ー ル

NIMAMALLかわさき）の取
り組み」について。
○�新政会・21世紀クラブ・ネットワークみらい…10月12日・13日に青森県八戸市で開催の「第85回全国都
市問題会議」に参加しました。
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議
長
に

副
議
長
に
鈴
木
深
太
郎��

議
員

篠
田
　
正
巳��

議
員

　
第
１
回
臨
時
会
は
、議
案
第
52
号

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
」の
審
議
を
は
じ
め
、議
会
人
事

と
し
て
議
長
選
挙
、副
議
長
選
挙
、

常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
武
居
弘
治
議
員

　
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
つ
い

て
の
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

同
意
し
ま
し
た
。

江
戸
川
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員

　
江
戸
川
水
防
事
務
組
合
議
会
議

員
と
し
て
、柳
瀬
勝
彦
議
員
、佐
藤

智
仁
議
員
に
代
わ
り
、渡
邉
雅
人
議

員
、工
藤
智
加
子
議
員
を
新
た
に
指

名
推
選
し
ま
し
た（
篠
田
正
巳
議
員

は
継
続
）。

　
こ
の
組
合
は
、三
郷
市
、春
日
部

市
、松
伏
町
及
び
吉
川
市
で
組
織

し
、江
戸
川
右
岸
の
水
防
に
関
す
る

事
務
を
共
同
処
理
す
る
も
の
で
す
。

議
案
と
結
果

議
長
選
挙
の
開
票
結
果

鈴
木
深
太
郎
…
15
票

柳
瀬　
勝
彦
…
9
票

副
議
長
の
開
票
結
果

篠
田　
正
巳
…
15
票

無
効
…
9
票

第１回臨時会 正副議長を選出  ８/9

号

件         

名

結
果

議　案
52
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

可
決

53
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

選　挙
1
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

投
票

2
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

投
票

3
江
戸
川
水
防
事
務
組
合
議
会

議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
指
名

推
選

選　任
１
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

指
名

２
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

指
名

委員会のメンバーが変わりました
　
三
郷
市
議
会
に
は
、

議
会
運
営
委
員
会
、常

任
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、任
期
は
２

年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
回
臨
時
会
に
お

い
て
各
委
員
を
そ
れ

ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
の
審
査

内
容
と
構
成
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
委
員
長　
○
副
委
員
長

　

議
会
運
営
を
円
滑
に

行
う
た
め
に
、定
例
会

や
臨
時
会
の
会
期
日
程

や
会
議
の
進
め
か
た
の

ほ
か
、議
長
の
諮
問
事

項
を
協
議
し
ま
す
。

　

総
合
政
策
、防
災
、財

政
、市
税
、情
報
公
開
、

男
女
共
同
参
画
、消
防
、

他
の
常
任
委
員
会
に
属

さ
な
い
も
の

　

国
民
健
康
保
険
、福

祉
政
策
、介
護
保
険
、子

育
て
支
援
、健
康
づ
く

り
な
ど

　

道
路
、河
川
、上
下
水

道
、都
市
デ
ザ
イ
ン
、公

園
、区
画
整
理
、ま
ち
づ

く
り
な
ど

　

学
校
教
育
、生
涯
学

習
、環
境
、生
活
安
全
、

市
民
活
動
、住
民
記
録
、

商
工
業
、農
業
な
ど

◎
佐
藤　

睦
郎

○
佐
々
木　

修

　

武
居　

弘
治

　

佐
藤　

裕
之

　

菊
名　
　

裕

　

加
藤　

英
泉

　

酒
巻　

宗
一

　

深
川　

智
加

◎
渡
邉　

雅
人

○
齊
藤　

幹
郎

　

武
居　

弘
治

　

加
藤　

英
泉

　

鈴
木
深
太
郎

　

工
藤
智
加
子

◎
鳴
海　

和
美

○
田
上　

広
子

　

篠
田　

正
巳

　

柳
瀬　

勝
彦

　

酒
巻　

宗
一

　

深
川　

智
加

◎
佐
々
木　

修

○
宇
治
由
紀
子

　

篠
田　

隆
彦

　

岡
庭　
　

明

　

佐
藤　

睦
郎

　

佐
藤　

智
仁

◎
佐
藤　

裕
之

○
西
村
寿
美
枝

　

寺
沢　

美
紗

　

菊
名　
　

裕

　

一
色　

雄
生

　

市
川　

文
雄

※令和５年８月９日現在

総
務
常
任
委
員
会

文
教
経
済常任

委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

健
康
福
祉常任

委
員
会

建
設
水
道常任

委
員
会
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きらりとひかる田園都市みさと臨時会、委員会構成



【特別委員会に関する変更】
○�９月20日付で、三郷早稲田北部地域拠点整備対策特別委員会の委員長が、鈴木深太郎議員から武居弘治
議員に変更になりました。

○�９月20日付で、三郷早稲田北部地域拠点整備対策特別委員会の委員が、一色雄生議員から加藤英泉議員
に変更になりました。

○�９月20日付で、三郷中央地区周辺対策特別委員会の委員が、加藤英泉議員から一色雄生議員に変更にな
りました。

【議員の所属会派変更】
　10月６日付で、篠田正巳議員、武居弘治議員、佐々木修議員、田上広子議員、篠田隆彦議員、齊藤幹郎議員、
寺沢美紗議員が「政志会」から「新政会」に、宇治由紀子議員が「みんなのみさと」から「新政会」に所属会派を
変更しました。

【特別委員会を開催しました】
　10月16日に、三郷南部地域拠点整備対策特別委員会を開催し、「（仮称）南部地域拠点防災コミュニティ
施設整備」について報告を受けました。

議
長・副
議
長
就
任
の

　
　
　
　
　

 　
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、私
た
ち
は
８
月
９
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
三
郷
市
議
会
の
第
39
代

議
長
、第
38
代
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
上
な
く
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と

も
に
、そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。議
会
の

代
表
と
し
て
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
と
市
政
発
展
に
全
身
全
霊
を
傾
け
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た
め
、皆

様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
市

民
の
皆
様
と
議
会
と
の
信
頼
関
係
が
よ
り
深
く
、い
つ
ま
で
も「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」

と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
、市
民
の
代
表
と
し
て
そ
の
負
託
と
信
頼
に
応
え
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
一
層
の
ご
支
援・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議　�長
鈴木　深太郎

副議長
篠田　正巳

②②
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議長・副議長就任のあいさつ　議会あれこれ②



※会派の人数、所属議員名などは議案採決時のものです。また、議長は採決に加わっていません。
※表決＊は欠席１名。
※このほか陳情２件、要望１件がありました。

○＝賛成　×＝反対　△＝棄権

会派名（人数）
※議案採決時 所属議員名  ※議案採決時

政志会（8） 佐藤�裕之、篠田�正巳、武居�弘治、佐々木�修、
田上�広子、篠田�隆彦、齊藤�幹郎、寺沢�美紗

21世紀クラブ（6） 菊名�裕、岡庭�明、加藤�英泉、柳瀬�勝彦、渡邉�雅人、
一色�雄生

公明党（5） 鈴木�深太郎（議長）、酒巻�宗一、佐藤�睦郎、
鳴海�和美、西村�寿美枝

日本共産党（3） 工藤�智加子、佐藤�智仁、深川�智加
ネットワークみらい（1）市川�文雄
みんなのみさと（1） 宇治�由紀子

号 件              名 結果 政志会 21世紀
クラブ 公明党 日本

共産党
ネットワーク
みらい

みんなの
みさと

市
長
提
出
議
案

54 工事請負契約の締結について 可決 〇＊ 〇 〇 〇 〇 〇
55 工事請負契約の締結について 可決 〇＊ 〇 〇 〇 〇 〇
56 製造請負契約の締結について 可決 〇＊ 〇 〇 〇 〇 〇
57 三郷市災害派遣手当等の支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇＊ 〇 〇 〇 〇 〇

58
三郷市地域型保育事業の設備及び運営の基準に関する条例及
び三郷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
の基準に関する条例の一部を改正する条例

可決 〇＊ 〇 〇 〇 〇 〇

59 三郷市水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 〇＊ 〇 〇 × 〇 〇
60 三郷市火災予防条例の一部を改正する条例 可決 〇＊ 〇 〇 〇 〇 〇
61 令和５年度三郷市一般会計補正予算（第３号） 可決 〇＊ 〇 〇 × 〇 〇
62 令和５年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇＊ 〇 〇 〇 〇 〇
63 令和５年度三郷市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 〇＊ 〇 〇 〇 〇 〇
64 令和５年度三郷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）可決 〇＊ 〇 〇 〇 〇 〇
65 令和４年度三郷市一般会計歳入歳出決算認定について 認定 〇＊ 〇 〇 × 〇 〇
66 令和４年度三郷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 〇＊ 〇 〇 × 〇 〇
67 令和４年度三郷市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 〇＊ 〇 〇 × 〇 〇
68 令和４年度三郷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 〇＊ 〇 〇 × 〇 〇

69 令和４年度三郷市上水道事業特別会計未処分利益剰余金の処分及び決算認定について
可決
及び
認定

〇＊ 〇 〇 〇 〇 〇

70 令和４年度三郷市公共下水道事業特別会計未処分利益剰余金の処分及び決算認定について
可決
及び
認定

〇＊ 〇 〇 × 〇 〇

71 教育委員会委員の任命について 同意 〇 〇 〇 △ 〇 〇
72 教育委員会委員の任命について 同意 〇 〇 〇 △ 〇 〇
73 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇
74 工事請負変更契約の締結について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮
問

2 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請
願 2「介護報酬のプラス改定を求める意見書」を国に提出することを求める請願 不採択 ×＊ × × 〇 × ×

みさと市議会だより  第195号みさと市議会だより  第195号
令和５（2023）年11月15日発行令和５（2023）年11月15日発行14

きらりとひかる田園都市みさと審議結果と賛否



議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は議会活動に触れることができる最も身
近な方法です。市政への理解を深めていただくため
にも傍聴をしてみませんか。
※�傍聴の際に手話通訳を希望されるかたは、傍聴希
望日のおおむね14日前までに議会事務局までお
申し込みください。

問い合わせ　議会事務局　☎  048（930）7768
FAX048（953）1358

令和５年12月定例会の予定表

月日 曜日 会議別

11/27 月 本会議
（議案説明・
質疑など）11/29 水

11/30 木 委員会

12/5 火

本会議
（議案採決・
一般質問など）

12/6 水

12/7 木

12/8 金

※�正式には市長の招集告示を受け、議会
運営委員会を経て、開会日の本会議で
決定します。

傍聴席に、発言内容をリアルタイムで傍聴席に、発言内容をリアルタイムで
表示する字幕モニターを設置しました。表示する字幕モニターを設置しました。
よりわかりやすい議会を目指します！よりわかりやすい議会を目指します！

★ 傍聴されるかたは、 議長、 係員の指示に従ってくだ
さい。

傍聴のルール
⑴�騒ぎ立てたり、拍手をするなど可否を表明したり
迷惑となるような行為をしないでください。

⑵�みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしない
でください。

⑶�携帯電話・カメラ・録音機等の電源はお切りくだ
さい。

⑷�飲食または喫煙をしないでください。
⑸�その他、議場の秩序を乱し、または会議の妨害と
なるような行為をしないでください。

傍聴 Q&A
Ｑ ．議会を傍聴したいのですが、手続き方法は。
Ａ�．�本会議は原則として、どなたでも傍聴ができま
す。通常は午前10時から会議が開かれますの
で、７階傍聴席入口で氏名・住所を記入してか
ら傍聴してください。なお、委員会の傍聴は委
員長の許可が必要となり、６階議会事務局で受
付します。

Ｑ ．子どもと一緒に傍聴したいのですが。
Ａ�．お子さんの傍聴も可能ですが、小さなお子さんは保護者の同伴が必要です。

次回の12月定例会は11月27日（月）午前10時に開会予定です。

～ライブ字幕表示を始めました～～ライブ字幕表示を始めました～
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議会を傍聴しませんか



きらりとひかる田園都市みさと
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子育て支援について
特定非営利活動法人理事　40代　早稲田在住

　三郷市の子育て支援は素晴らしいもので
すが、もっと家庭と地域を結ぶ取り組みが
必要だと考えてます。親同士の交流の場や
子育て情報の共有を促進する仕組みが不足
しています。地域全体で協力し、家庭と地
域を一体化させて子育て支援を進化させる
ことで、より豊かな子育て環境を築くこと
ができると思います。地域の子育て支援を
より良くするためのアイデアや提案を広く
取り入れ、実現まで継続的に取り組む体制
づくりを切望します。

自転車は左側通行のはず
無職　70代　高州３丁目在住

　右側を走ってくる自転車が多い
ことは、多くの人が感じていること
ではないでしょうか？
　理由はいろいろあるのかもしれ
ませんが、規則どおり左側を守って
いる人間からすれば、迷惑です。
　交通安全協会には「自転車は左」
のキャンペーンをぜひ強めて、ポス
ターを貼り出したり、プレートを
作ったりしてほしい。プレートがで
きたら、私は前かごに取り付けます。
社会の安全は、約束ごとを守ること
ではかられます。ご一考願えれば、
幸いです。

議会だより編集委員会

　見やすく、わかりやすい紙面で、市議会を身近に感じ
てもらえるよう、編集委員一同努めてまいります。

議

長

鈴
木 

深
太
郎

委

員

一
色
雄
生

委

員

佐
藤
智
仁

副
委
員
長

篠
田
隆
彦

委
員
長

西
村 

寿
美
枝

編集委員会新メンバーを編集委員会新メンバーを
ご紹介しますご紹介します


